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新潟県の楢山で産出 

した玉髄。 

さまざまな色や模様 

のものが存在し、特 

徴によって多くの呼 

称を持つ。 

男開はないが、ハン 

マーでたたくと貝殻 

状の断口を示す。 

驚舞三i蹴 
ケイ酸塩鉱物 

i謙誠譲採誠凸‘F二：燭鷺稽こ畿瞬瑚 

ぎょく 

，粗 、トォ~、~“り叫，ジ”‘、’ ‘二一～ 

露簿襲綴I議議鷲馴 
’二か‘い墨，ゴ1をね曳、中‘さ‘ニ・いーこ・ 一 

舞緊簾讐篇鈴蒼浮 

玉髄‘ョ 

石英の超微細結晶が集 

まって織密な塊になっ 

たものを総称して「玉 

髄」という。 

ガラスに似た光 

沢や脂肪のよう 

な光沢を持つ。 

素焼きの陶板にこ 

すりつけると白色 

の条痕が残る。 

~」 ， 



ケイ酸塩鉱物 
ぬ伽三織J蹴踊・l篇I！と稀二 ’ミ二’ 言に譲‘舞＆i 

~， 

玉’ 
髄ま 

シリ力の撤密な塊 

玉髄とは石英の一種で、肉眼では確認できないほ 

ど微細な石英の結冨が級密な塊になったもののこと 

をいう。薄い結晶は半透明だが厚いものは不透明で、 

溶岩の空洞中などでシリカを大量に含む溶液が固 

まってできるほか、貝殻やサンゴ、木、骨などの有 

機物を置換してできることもある。比較的硬い鉱物 

で、ガラスなどに簡単に傷をつけられるほど丈夫だ 

が、多孔質であるため脂肪や酸が内部に入り込むと 

変色する場合があるので取り扱いには注意が必要だ。 

主な産地 

A 白色とオレンジ色、赤色の模様を示す玉髄。 

ブラジル産。 

新潟県や福井県、石 

川県をはじめとして 

徴也で産出する。 

えんしんえんtよ1 

ト円心円状に連続する縞模 
てんlIl て， 

様を示す典型的なめのう。 

ブラジル産。 

‘イタリアのボルツァノで 

見つかっためのうの塊。 

多彩な色と模様 

玉髄にはさまざまな種類があり、色や模様によって呼び分けられて 

いる。玉髄のなかでも特に織密な不透明の塊で赤色や黄色、緑色、黒 

色であらわれるものは「碧宝」、緑色の中に赤い鍵蕉が入っているも 

のは「血若」、縞模禄になったものは「めのう」、酸化鋲を含むため 

褐琶を帯びた色合いになったものは「社宝髄」、さらに褐色が強くな 

り茶色に近くなったものは「サード」、めのうのなかで特に縞模様が 

はっきりしているものは「補めのう」と呼ばれる。そのほかにも多く 

の呼称があり、色によって単純に「ピンクカルセドニー」や「ブルー 

カルセドニー」 などとも言われる。 

緑色の「緑宝髄」は玉髄のなかで最も価値が高いとされ、ガラスに 

色をつけたイミテーションも多くつくられている。また、蛇紋石のな 

かには見た目が緑玉髄によく似たものがあるが、蛇紋石のほうがやわ 

らかいことから区別できる。 

カナダH 

トオーストリア産のブルー 

カルセドニー。 


